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１
０
月
１
３
日
、
２
０
２
４
年

秋
に
現
行
の
健
康
保
険
証
を
廃
止

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
一

体
化
し
た
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
に

切
り
替
え
る
と
岸
田
政
権
が
表
明

し
ま
し
た
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
は
法
律
で
任
意
と
さ
れ

て
お
り
、
国
民
皆
保
険
の
も
と
で

ほ
と
ん
ど
の
国
民
が
持
つ
健
康
保

険
証
を
な
く
し
て
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
統
合
す
る
の
は
事
実
上

の
「
強
制
」
で
す
。
カ
ー
ド
の
普

及
が
進
ま
な
い
の
は
、
国
民
が
必

要
と
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。
生

活
に
欠
か
せ
な
い
保
険
証
と
引
き

換
え
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
を
迫
る
の
は
強
権
的
で
す
。 

政
府
は
こ
れ
ま
で
、
現
行
保
険
証

を
「
原
則
廃
止
」
す
る
方
針
で
し
た

が
、
今
度
は
期
限
を
切
っ
た
一
律
廃

止
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。 

マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
た
な
い
人
の

医
療
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら
対
策

を
考
え
る
と
い
う
無
責
任
な
姿
勢

で
す
。
認
知
症
な
ど
手
続
き
が
困
難

な
人
た
ち
へ
の
対
応
も
見
え
ま
せ

ん
。 

メ
リ
ッ
ト
・
必
要
性
を

感
じ
な
い  

２
９
％ 

 

デ
ジ
タ
ル
庁
が
８
～
９
月
に
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

マ
イ
ナ
保
険
証
を
申
し
込
ま
な
い

主
な
理
由
は
「
メ
リ
ッ
ト
・
必
要
性

を
感
じ
な
い
」
２
９
％
、
「
手
続
き

が
面
倒
」
１
９
・
４
％
、
「
情
報
流

出
が
怖
い
」
１
４
・
７
％
な
ど
で
し

た
。 

 

全日本民主医療機関連合会「声明」   2022年 10月 14日 

河野太郎デジタル相のマイナンバーを違法に強制する 

健康保険証の廃止発言の撤回を求める 
          

10月 13日、河野太郎デジタル相は会見で「マイナンバーカードと健康保険証の一体化」に向けた取り組みを 

前倒しするために、これまで政府が説明してきた「原則廃止」を「廃止」として期限を 2024年秋と決定しました。 

マイナンバー法第１７条第 1項では「その者の申請により、その者に係る個人番号カードを交付するものとする」

と「任意取得の原則」を定めています。国民皆保険制度においてマイナンバーカードと健康保険証の一体化は、マ

イナンバーカードの強制につながり法令違反です。 

 この間、政府はマイナポイントなどでカードの取得をすすけてきましたが、取得率は現在国民の４９％に過ぎま 

せん。取得率が進まないのは、国民の個人情報をすべて紐付けして集積するやり方に、個人情報が守られるのか、 

国民の強い懸念があり、政府への信頼が低いからです。とりわけ、医療情報という極めて機微な個人情報をひも付 

けされて集積されることに国民が強く憂慮するのは当然です。 

 さらに、健康保険証を廃止すれば、マイナンバーカードを持ち歩く機会が増え、紛失のリスクも増加し、情報漏 

えいや第３者による悪用などの懸念も高まります。マイナンバーカードを紛失すれば、再発行に 1か月ほどかかる 

と言われており、その間の受診をどのようにするのかも決まっていません。 

 患者、利用者はもとより、医療・介護現場に大混乱を及ぼす「マイナンバーカードと健康保険証の一体化」=「健

康保険証の廃止」に強く抗議し、撤回を求めます。 

強
制
は「
法
令
違
反
」 

強
く
抗
議
し
、撤
回

を
求
め
る
声
明 

全
日
本
民
医
連
は
昨
日
、
患

者
・
利
用
者
は
も
と
よ
り
、
医
療
・

介
護
現
場
に
大
混
乱
を
及
ぼ
す

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
健
康

保
険
証
の
一
体
化
」
＝
「
健
康
保

険
証
の
廃
止
」
に
強
く
抗
議
し
、

撤
回
を
求
め
る
声
明
を
出
し
ま
し

た
。 

根
本
み
は
る
市
議
の
９
月

議
会
討
論
よ
り 

２
年
で
２
億
５
２
０
０
万

円
も
か
け
て
交
付
促
進 

市
民
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
つ
こ
と
で
「
利
便
性
の
向
上

が
実
感
さ
れ
る
」
と
の
こ
と
で
す

が
、
交
付
申
請
促
進
、
事
務
経
費

の
ほ
と
ん
ど
が
国
の
補
助
対
象

で
、
豊
田
市
で
は
令
和
３
年
度
、

令
和
４
年
度
合
わ
せ
て
２
憶
５
２

０
０
万
円
余
の
予
算
を
つ
け
て
も

交
付
枚
数
率
は
５
割
を
超
え
た
と

こ
ろ
で
す
。
国
が
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン

ト
事
業
の
期
間
延
長
ま
で
お
こ
な

い
、
交
付
の
促
進
に
ま
い
進
す
る

の
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

利
用
拡
大
に
よ
る
「
個
人
情
報
の

デ
ー
タ
の
利
活
用
」
の
た
め
で
あ

り
、
大
変
危
険
で
す
。 
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で
い
く
こ
と
は
私
た
ち
の
使
命
で

す
。 

 

戦
争
か
ら
年
月
が
経
過
し
、
核

兵
器
と
戦
争
を
現
実
と
し
て
体
験

さ
れ
た
方
が
年
々
減
る
中
、
核
兵

器
と
戦
争
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
、

惨
禍
を
二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

 

み
よ
し
市
は
、
日
本
国
憲
法
の

精
神
に
基
づ
い
て
、
世
界
平
和
を

願
う
す
べ
て
の
国
の
人
々
と
手
を

携
え
、
強
い
決
意
で
、
核
兵
器
の

な
い
世
界
と
恒
久
平
和
を
実
現
す

る
た
め
「
非
核
平
和
都
市
」
を
宣

言
し
ま
す
。 

 

令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
９
月
２

９
日
」 

先
日
、
み
よ
し
市
「
サ
ン
ラ
イ
ブ
」

で
開
催
中
の
「
み
よ
し
市
非
核
平
和

都
市
宣
言
」
記
念
の
特
別
展
示
パ
ネ

ル
展
（
１
１
月
６
日
ま
で
）
を
見
学

し
ま
し
た
。（
左
上
写
真
） 

み
よ
し
市
は
、
令
和
４
年
第
３
回

み
よ
し
市
議
会
（
９
月
定
例
会
）
で

議
決
を
経
て
、
平
成
２
２
（
２
０
１

０
）
年
に
行
っ
た
「
平
和
都
市
」
宣

言
を
改
め
「
み
よ
し
市
非
核
平
和
都

市
宣
言
」
を
次
の
と
お
り
宣
言
し
て

い
ま
す
。 

み
よ
し
市
非
核
平
和
都

市
宣
言 

 「
核
兵
器
の
な
い
世
界
と
恒
久
平
和

は
、
私
た
ち
人
類
共
通
の
願
い
で

す
。 

 

わ
が
国
は
核
兵
器
に
よ
る
攻
撃

を
受
け
た
唯
一
の
国
家
で
あ
り
、
私

た
ち
は
、
非
核
三
原
則
を
掲
げ
、
核

兵
器
廃
絶
を
全
世
界
に
訴
え
続
け

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
核

兵
器
の
恐
ろ
し
さ
、
戦
争
の
悲
惨

さ
、
平
和
の
尊
さ
に
つ
い
て
、
考
え
、

語
り
、
戦
争
で
犠
牲
に
な
っ
た
方
々

の
想
い
と
共
に
後
世
へ
引
き
継
い

 
中
学
校
の
制
服
に
ブ
レ
ザ
ー
を

採
用
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま

す
。 東

浦
町
の
校
長
会
か
ら
保
護
者

へ
の
お
知
ら
せ
文
書
に
は
、
指
定
制

服
追
加
の
目
的
と
し
て
、
➀
よ
り
快

適
な
学
校
生
活
を
実
現
②
ジ
ェ
ン

ダ
ー
教
育
推
進
の
一
助
③
保
護
者

の
経
済
的
負
担
の
軽
減
、
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

少
な
く
な
い
自
治
体
で
、
保
護
者

や
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
校
則
問
題
と
合
わ
せ

て
検
討
す
る
動
き
も
あ
り
ま
す
。 

 

ブ
レ
ザ
ー
制
服
導
入

の
県
内
の
自
治
体 

【
既
に
導
入
】  

犬
山
市 

大
治
町  

 【
来
年
度
（
２
０
２
３
年
度
） 

か
ら
導
入
】 

 

（
１
校
か
ら
で
も
実
施
す
る 

自
治
体
ふ
く
む
）  

安
城
市 

刈
谷
市 

幸
田
町  

瀬
戸
市 
春
日
井
市 

尾
張
旭
市 

江
南
市 
大
府
市 

日
進
市  

半
田
市 

名
古
屋
市  

 【
２
０
２
４
年
度
か
ら
実
施
予
定
】 

 

常
滑
市 

東
浦
町 

津
島
市 

 

北
名
古
屋
市 

小
牧
市  

 

【
導
入
の
方
向
で
検
討
中
】 

  

豊
川
市 

知
多
市 

  

上
映
会 

十
一
月
十
九
日
（
土
） 

午
後
２
時
～ 

 
 

豊
田
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー 

主
催
：
国
民
救
援
会
豊
田
み
よ
し

支
部 
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